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一

教
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近
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村
山
七
郎
教
授
近
影





九
年
九
年

十
二
年

十
八
年

昭
和
二
十
三
年

昭
和
二
十
四
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
八
年
十
一
月

昭
和
昭
和
昭
和

四
月
四
月

九
州
大
学
文
学
部
の
開
設
に
と
も
な
い
、
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授
と
な
る
。

九
州
大
学
文
学
部
助
教
授
（
新
制
）
に
配
置
換
え
、
大
学
院
文
学
研
究
科
授
業
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

英
文
学
研
究
お
よ
び
英
国
風
物
国
情
な
ど
の
視
察
の
た
め
英
国
お
よ
び
ョ
ー
ロ
ッ
。
ハ
各
国
に
出
張
を
命

ぜ
ら
れ
る
。

月
四
月

第
二
高
等
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

第
三
高
等
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
法
文
学
部
助
教
授
に
補
せ
ら
れ
る
。

月
九
月

昭
和

月

昭
和
九
年
―
―
＿
月

昭
和

六
年
九
年

二
月

東
京
帝
国
大
学
総
長
よ
り
シ
ェ
イ
ク
ス
。
ヒ
ァ
賞
牌
を
授
与
さ
れ
る
。

東
京
帝
国
大
学
英
吉
利
文
学
科
卒
業
。

東
京
府
女
子
師
範
学
校
教
諭
心
得
兼
東
京
府
立
第
二
女
学
校
教
論
心
得
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
右
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和

四
月
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
英
吉
利
文
学
科
入
学
。

昭
和

六
年

昭
和

＿一月

前

JI

明
治
四
十
一
年
六
月

十

四

年

三

月

三
年

月

大
正

俊

教

授

三
重
県
南
牟
婁
郡
（
現
熊
野
市
）
木
本
町
五
五
三
番
地
に
生
ま
れ
る
。

三
重
県
立
木
本
中
学
校
四
年
修
了
。

第
三
高
等
学
校
文
科
甲
類
卒
業
。

京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

略

歴

（
英
文
学
）
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前

川

俊

一

教

授

講

義

題

目

昭
和
二
十
三
年
度
第
一
学
期

昭
和
四
十
七
年

昭
和
四
十
七
年

四
月 月

昭
和
四
十
二
年

七
月

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

四
月
十
月
八
月

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
一
年

七
月
五
月
五
月
四
月

三
十
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
六
年
十
二
月

昭
和
三
十
七
年

十
月
七
月
十
月

昭
和

二
月

九
州
大
学
文
学
部
教
授
に
昇
任
。
大
学
院
文
学
研
究
科
指
導
教
官
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
評
議
員
に
併
任
せ
ら
れ
る
。
大
学
院
委
員
会
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
七
年
度
九
州
大
学
入
学
試
験
委
員
会
委
員
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

教
養
部
審
議
会
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
文
学
部
長
に
併
任
せ
ら
れ
る
。
大
学
院
文
学
研
究
科
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
長
事
務
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
右
免
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
文
学
部
長
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
大
学
院
文
学
研
究
科
長
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
文
学
部
長
事
務
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
右
免
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
評
議
員
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
大
学
院
委
員
会
委
員
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

教
養
部
審
議
会
委
員
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

定
年
に
よ
り
九
州
大
学
を
退
官
す
る
。

九
州
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
る
。

帰
国
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昭
和
二
十
五
年
度
第
一
学
期

演
習
演
習

英
文
学
講
読

英
文
学
演
習

第
二
学
期

ワ
ー
ヅ
ワ
ス
詩
選

R
.
 L
.
 
S
t
e
v
e
n
s
o
n
,
 

英
文
学
演
習
、

昭
和
二
十
四
年
度
第
一
学
期

英
文
学

T
m
e
g
 ur
e
 I
s
l
a
n
d
 

マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
「
教
養
と
無
秩
序
」

英
文
学
演
習
、
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
,

M
a
c
b
e
t
h
 

英
文
学
演
習
、
R
.
B
r
i
d
g
e
s
,

第
二
学
期

R
.
 L.
 
S
t
e
v
e
n
s
o
n
,
 

十
九
世
紀
英
文
学
史

T
h
e
 T
e
s
t
a
m
e
n
t
 o
f
 B
e
a
u
t
y
 

D
r
.
 Jekyll a
n
d
 
M'r•Hyde 

T
h
o
m
a
s
 Carlyle, 
S
a
1、tor
R
e
s
a
r
t
u
s
 

S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
,
 
M
a
c
b
e
t
h
 

演
習

英
文
学
、

英
文
学
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差
端

鱈
Shakespeare,

T
h
e
 M
e
r
c
h
a
n
t
 o
f
 Venice 

疇
R.Bridges,

T
h
e
 T
e
s
t
a
m
e
n
t
 o
f
 B
e
a
u
t
y
 

撼
1
1見峠芸

疇
＋
共
羊
嘉
樹
辺
国

鱈
R
.
B
r
o
w
n
i
n
g
,
 

疇
Hazlitt,

Selections f
r
o
m
 Hazlitt's E

s
s
a
y
s
 

笹
品
11
十
繹
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l
麟

+
<
羊
嘉
樹
堂
-
<
$
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悪
煕
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Q
詣」

悪
翠
Ruskin, 

M
o
d
e
r
n
 Painte1's 

恙
臨

←
・
(
/
)
•
r¥::::--+:0,.L.Q

華
蹂
蠍

撼
1
1克峠芸

+
<
羊
嘉
堂
-
<
$
捩

悪
臨
G
o
l
d
e
n
 
T
r
e
a
s
u
r
y
 o
f
 M
o
d
e
r
n
 Lyrics 

悪
臨
A
.
H
u
x
l
e
y
 

悪
煕
Shakespeare, 

T
w
e
l
f
t
h
 N
i
g
h
t
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散
文
講
読

昭
和
二
十
七
年
度
第
一
学
期

ミ
ル
ト
ン
研
究

B
y
r
o
n
,
 
C
h
i
l
d
e
 
H
 
`
ミ
ミ

o
l
d

G
a
l
s
w
o
r
t
h
y
,
 
T
h
e
 F
o
r
s
y
f
e
 
S
a
g
a
,
 
V
o
l
.
 
I. 

第
二
学
期

S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
,
 
H
a
m
l
e
t
 

ワ
ー
ヅ
ワ
ス
序
説

Smollett, 
R
o
d
e
r
i
c
k
 R
a
n
d
o
m
 

R
.
 B
r
o
w
n
i
n
g
,
 
T
h
e
 R
i
n
g
 a
n
d
 the 
B
o
o
k
 

昭
和
二
十
八
年
度
第
二
学
期
よ
り
昭
和
二
十
九
年
度
第
二
学
期
迄
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
た
め
休
講

昭
和
三
十
年
度
第
一
学
期

ワ
ー
ヅ
ワ
ス

十
九
世
紀
英
詩
論

演
習

演
習
講
読
講
義

昭
和
二
十
八
年
度
第
一
学
期

演

習

キ

ー

ツ

詩

文

選

講
読
、
ル
ト
ン
研
究

講
読
講
読
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昭
和
三
十
二
年
度
第
一
学
期

十
九
世
紀
英
国
文
芸
研
究

演
習

J
o
n
e
s
 
(ed), 
E
n
g
l
i
s
h
 C
r
i
t
i
c
a
l
 E
s
s
a
y
s
 

講
読
講
読

昭
和
一
―
-
+
―
年
度
第
一
学
期

講
読

D
•
K
.
 R
o
b
e
r
t
s
 
(
e
d
.
)
,
 

講
義
及
び
講
読

講
読

第
二
学
期

ダ
ン
詩
文
選

十
九
世
紀
英
国
文
芸
研
究

C• 

D
i
c
k
e
n
s
,
 
T
h
e
 O
l
d
 C
u
1、iosity
S
h
o
p
 

キ
ー
ツ
詩
文
選

演
習
講
読

E
芯
h
t
E
s
s
a
y
i
s
t
s
 

B
.
 S
h
a
w
,
 
S
a
i
n
t
 J
o
a
n
 

講
義
講
読
講
読

A
.
P
o
p
e
の
詩
に
つ
い
て

第
二
学
期

ワ
ー
ヅ
ワ
ス

二
年
生
用

D
oミ
笠

e
t
O
D
8
y
d
e
n

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
英
詩
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善
蓄
W
 .Hazlitt, 

Lectures 
o
n
 E
n
g
l
i
s
h
 Poets 

壁
壽
M
 ;Arnold, 

E
s
s
a
y
s
 in 
Criticism 

撼
1
1叡
苺

窓
煕
Shakespeare, 

T
h
e
 Sonnets 

器
車

認
囲
十
兵
羊
纂
悴
l阻
認
点

差
羞
V
.
 Woolf, 
T
o
 the 
L
i
g
h
t
h
o
u
s
e
 

善
毒
Jones 
(ed.), 
E
n
g
l
i
s
h
 Critical E

s
s
a
y
s
 

菩
品
111+111
母
述
撼
l
釘峠芸

差
癖

悪
煕
].Webster, 

T
h
e
 D
u
c
h
e
s
s
 o
f
 M
a
l
f
i
 

善
毒
V
.
 Woolf, 
T
o
 the 
L
i
g
h
t
h
o
u
s
e
 

善堀届
，
-
ベ
入
堂
奴
翠

恕
11釘峠芸

差
蒋
樹
叙
拙
製

悪
煕
M
.
R
o
b
e
r
t
s
(
e
d
.
)
,
 
T
h
e
 F
a
b
e
r
 B
o
o
k
 o
f
 M
o
d
e
r
n
 Verse 

善
毒
C
.
b
i
c
k
e
n
s
,
 
M
a
r
t
i
n
 Chuzzlez

り
it

じ



翌器芦
,,, 

~
,.L

. 入
0
堂

菩
匈
11
十
回
叶
憾
撼
l
蝕
芸

轄
蒋
，,, 

~
,.L

. 入

歯
車

鰤
届
C.Dickens,

M
a
r
t
i
n
 C
h
u
z
z
l
e
w
i
t
 

差
壽
E
.
D
.
 
Jones(ed.), 

English Critical 
Essays 

撼
1
1釘峠苺

差
蒋

,,
r
~

,
.
L

.
 入

悪
煕

＇＇（入・•,\
01
入
へ
入
Q
嚢

差
誕
W
 .Hazlitt, 

Table 
T
a
l
k
 

畦
嗣
E
.
D
.
 
Jones(ed.), 

E
n
g
l
i
s
h
 Critical E

s
s
a
y
s
 

鯉
嚢
G.Gi!;3sing, 

T
h
e
-
P
r
i
v
a
t
e
 P
a
p
e
r
s
 o
f
 H
e
n
r
y
 R
y
e
c
r
o
f
t
 

菩
品
111
十
ば
冊
逆
詫
1
見峠苺

善
喘
J
 .H
a
y
w
a
r
d
(
e
d
.
)
,
 
T
h
e
 P
e
n
g
u
i
n
 B
o
o
k
 o
f
 English 

V
e
r
s
e
 

窓
即
W
.
W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
,
 
T
h
e
 P
r
e
l
u
d
e
 Vol. 
I
 

差
喜
J. Conrad, 

S
h
a
d
o
w
 L
i
n
e
 

善
羞
S. T
.
 
Coleridge, 

A
 Selection 

0
0
 



撼
1
1牲
芸

碧
壽
T
h
e
 P
e
n
g
u
i
n
 B
o
o
k
 o
f
 English 

Verse 

器
車

差
蒋
谷
~

~
,
.
L

 :::-s
ト
蓉
叙
袖

差
器
fa
n
入
I¥"¥
0':L-

匿
品
111+1(ltr-
逐
撼
1
克十芸

悪
臨
S
w
e
e
t
'
s
 A
n
g
l
o
-
S
a
x
o
n
 P
r
i
m
e
r
 

善
蒋
樹
奴
将
0
車
ぼ
点
刈
叙
稲

悪
煕
W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
,
 
T
h
e
 P
r
e
l
u
d
e
 

善
器
C
.
 Dickens, 

H
a
r
d
 T
i
m
e
s
 

程
濫
＇
＇
ぐ
マ
且
入
業
奴
翠

踪
1
闘
峠
苺

差
蒋
樹
奴
袖
0
宝
怠
＃
却
奴
桓

悪
煕
モ
ー゚
ト
車
娯

善
毒
L
.
D
.
L
e
r
n
e
r
,
 
English Literature 

善
茎
R
.
B
r
o
w
n
i
n
g
,
 
M
e
n
 a
n
d
 W
o
m
e
n
 

菩
品
111
十
早
善
述
踪
l
粧
蚕
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演

習

ダ

ソ

講
義

、
ル
ト
ン

昭
和
三
十
八
年
度
第
一
学
期

講
義

ミ
ル
ト
ン
研
究

A
 B
o
o
k
 o
 
J
 E
n
g
l
i
s
h
 P
o
e
t
r
y
 

G
 .Eliot, 
Silas 
M
a
r
1、
ier

第
二
学
期

講
読
講
読

演
習

D
r
y
d
e
n
,

S
a
f
i
 res 

講
読
演
習

E
ミ
g・lish
Critical E
s
s
a
y
s
 

T
ぎ

e
P
e
n
g
u
i
n
 B
o
o
k
 o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 
V
e
r
s
e
 

特
研
講
義

英
文
学
の
研
究
と
文
献

P
e
n
g
u
i
n
 B
o
o
k
 o
f

誓
glish
V
e
r
s
e
 

E
ミ
glish
Critical 
E
s
s
a
y
s
 

第
二
学
期

英
文
学
の
研
究
と
文
献

講
読
演
習
演

習

ボ

ー

プ

講
義
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撼
1
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善
蒋
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II~,.L.
入

悪
臨
Milton, 
S
a
m
s
o
n
 Agonistes 

善
葉
P
e
n
g
u
i
n
 B
o
o
k
 o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 
Verse 

善
壽
V
.
W
o
o
l
f
,
 
T
o
 the 
Lighthouse 

撼
11
粧
芸

善
蒋
，,, 

~
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. 入
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車
Milton, 
S
a
m
s
o
n
 Agonistes 
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P
e
n
g
u
i
n
 B
o
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k
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f
 English 

Verse 

善
器
M
.
 Arnold, 
E
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a
y
s
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Criticism 

苦
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回
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搬
1
充峠器

善
蒋
Legouis, 

A
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i
s
t
o
r
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 E
n
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i
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 Literature 

悪
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樹
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将
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撼
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樹
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悪
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Shakespeare, 
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A
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H
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,
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 W
o
r
l
d
 

善
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Shakespeare, 

Julius 
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s
a
r
 

翌
品
回
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1
充
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芸

善
嚢
R
.
B
r
o
w
n
i
n
g
,
 
M
e
n
 a
n
d
 W
o
m
e
n
 

窓
臨
W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
,
 
T
h
e
 P
r
e
l
u
d
e
 

歯
車

•,\ 
m
入
・
，
.
ベ
入

鯉
濫
J
 .Conrad, 

T
y
p
h
o
o
n
 a
n
d
 the 
N
i
g
g
e
r
 o
f
 the 
Narcissus 

撼
11
克峠盛

悪
煕
W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
,
 
T
h
e
 P
r
e
l
u
d
e
 

差
蓄
Shakespeare, 

Othello 

差
蓄
L
.
D
.
Lerner, 
English Literature 

菩
品
目
十
回
母
述
撼
1
充峠苺

差
端
E.Legouis, 

A
 Short History o

f
 English Literature 

悪
煕
T
h
e
 Essential J

a
m
e
s
 Joyce 

善
羞
Shakerpeare, 

R
o
m
e
o
 a
n
d
 fuliet 

差
毒
V
.
 Woolf, 
T
o
 the 
Lighthouse 

撚
1
1釘峠芸
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tI 
善
綴
E.Legouis, 

A
 Short H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 English Literature 

悪
臨
J
 ,Joyce, 
A
 Portrait o

f
 the 
Artist as 

a
 Y
o
u
n
g
 M
a
n
 

善
茎
V
.
W
o
o
l
f
,
 
T
o
 the 
L
i
g
h
t
h
o
u
s
e
 

鱈
Shakespeare,

A
 M
i
d
s
u
m
m
e
r
 Night's D

r
e
a
m
 

苦
品
回
十
は
母
述
~
1
充
柑
器

壁
蒋
Legouis, 

A
 Short History o

f
 English Literature 

悪
臨
W
.
B
.
 Yeats, 

鰤
届
く
ー
・11----"""
Q
詣

善
盤
J
 .Galsworthy, 

Indit;n 
S
u
m
m
e
r
 o
f
 a
 Forsyte 

撼
11
鱈

器
車
W
 .Pater, 
M
a
r
i
u
s
 the 
E
p
i
c
u
r
e
a
n
 

差
壽
L
.
D
.
 Lerner, 

English Literature 

差
壽
A
.
H
u
x
l
e
y
,
 
Stories, 
Essays, 
a
n
d
 P
o
e
m
s
 

苦
品
回
+
K
母
憾
撼
1
袖
芸

鰤
fa
R
.
B
r
o
w
n
i
n
g
,
 
A
1
e
n
 a
n
d
 W
o
m
e
n
 

差
茎
G
 .Eliot, 
Silas 
M
a
r
n
e
r
 

悪
臨
J
 .Donne, 
Select P
o
e
m
s
 



ハ
イ
ロ
ン
の
「
ド
ン
・
ヂ
ュ
ア
ン
」

論

文

前
川
俊
一
教
授
著
作
目
録

講
読
講
読
演
習

第
二
学
期

G~Gissing, 

T
h
e
 P
r
i
v
a
t
e
 P
a
p
e
,、s
o
f
 H
e
n
r
y
 R
y
e
c
r
o
f
t
 

M
.
A
r
n
o
l
d
,
 
E
s
s
a
y
s
 
in 
C
r
i
t
i
c
i
s
m
 

W
.
 Wo
r
d
s
w
o
r
t
h
,
 

T
h

こ
名
喜

昭
和
八
年
十
一
月
）

西
欧
の
詩
と
泣
菫
（
「
オ
ベ
ロ
ン
」
第
一
号
昭
和
七
年
十
一
月
）

ĉ T
h
e
 H
o
u
s
e
 of 
Life"
に
お
け
る

'̂Imagery"
の
特
質
に
つ
い
て
（
「
オ
ベ
ロ
ン
」
第
四
号

I
m
a
g
e
r
i
e
s
 
in 
"
T
h
e
 H
o
u
s
e
 of 
Life" 
(
「
英
文
学
研
究
」
第
十
六
巻
第
四
号
昭
和
十
一
年
十
月
）

ク
ー
パ
ー
を
中
心
と
し
て
（
「
オ
ベ
ロ
ン
」
第
二
巻
第
三
号
昭
和
十
三
年
十
一
月
）

ア
ー
ノ
ル
ド
と
教
養
の
精
神
（
「
オ
ベ
ロ
ン
」
第
三
巻
第
三
号
昭
和
十
四
年
十
一
月
）

ワ
ー
‘
ツ
ワ
ー
ス
と
詩
の
生
成
（
「
オ
ベ
ロ
ン
」
第
四
巻
第
三
号
昭
和
十
六
年
八
月
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
の
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
・
テ
ィ
ン
タ
ー
ン
旅
行
（
犀
訊
摩
鱗
「
文
学
研
究
」
第
三
十
七
輯
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
に
お
け
る
自
然
観
の
進
展
（
「
文
学
研
究
」
第
三
十
八
輯
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
「
辺
境
の
徒
」
に
つ
い
て
（
上
）
（
江
瓢
言
「
文
学
研
究
」
第
四
十
輯
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
）

（
「
文
学
研
究
」
第
四
十
一
輯
昭
和
二
十
六
年
三
月
）
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ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
「
辺
境
の
徒
」
に
つ
い
て
（
下
）

壮
大
な
る
耳
目
の
世
界
（
上
）
（
「
文
学
研
究
」
第
四
十
五
輯
昭
和
二
十
八
年
三
月
）

W
i
l
l
i
a
m
 W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
'
s
 Salis b
u
r
y
 ,
 
T
i
n
t
e
r
n
 T
o
u
r
 (
B
u
l
l
e
t
i
n
 
of 
t
h
e
 F
a
c
u
l
t
y
 of 
Literature, 

K
y
u
s
h
u
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 
N
o
.
2
 (
F
e
h
r
 ;
 1
9
5
4
)
)
 

壮
大
な
る
耳
目
の
世
界
（
中
）

昭
和
三
十
一
年
三
月
）

（
「
文
学
研
究
」
第
五
十
五
輯

昭
和
三
十
二
年
五
月
）

昭
和
三
十
一
年
九
月
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
と
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ハ
ー
ト
レ
ー
の
哲
学
（
上
）
（
「
文
学
研
究
」
第
五
十
七
輯

W
i
l
l
i
a
m
 W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
 a
n
d
 t
h
e
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 of 
D
a
v
i
d
 H
a
r
t
l
e
y
 

(
B
u
l
l
e
t
i
n
 
of 
t
h
e
 F
a
c
u
l
t
y
 of 
Literature, 

"
I
m
m
o
r
t
a
l
i
t
y
 O
d
e
"
と
星
、
太
陽
（
英
語
青
年
」
第
一

0
五
巻
第
二
号

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
と
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ハ
ー
ト
レ
ー
の
哲
学
（
下
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ス
（
研
究
社
「
英
米
文
学
史
講
座
」
第
七
巻

ワ
ー
ヅ
ワ
ス
（
「
英
語
教
育
」
第
六
巻
第
二
号

ル
ー
シ
ー
詩
群
に
つ
い
て
（
「
文
学
研
究
」
第
五
十
四
輯

ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
「
辺
境
の
徒
」
に
つ
い
て
（
中
）

K
y
u
s
h
u
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 
N
o
.
5
 (
J
a
n
.
 
1
9
5
9
)
)
 

昭
和
三
十
四
年
二
月
）

（
「
文
学
研
究
」
第
五
十
八
輯

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
）

ワ
ー
ヅ
ワ
ス
研
究
の
一
焦
点
（
「
英
語
青
年
」
第
一

0
七
巻
第
一

0
号

「
序
曲
」
冒
頭
五
十
四
行
の
創
作
年
代
に
つ
い
て
（
「
文
学
研
究
」
第
六
十
二
輯

L
o
n
d
o
n
 o
r
 
G
o
s
l
a
r
 ?
-
o
n
 t
h
e
 
c
o
m
p
o
s
i
t
i
o
n
 of 
t
h
e
'
P
r
e
a
m
b
l
e
'
t
o
 T
h
e
 P
r
e
l
u
d
eー

昭
和
三
十
六
年
十
月
）

昭
和
三
十
八
年
九
月

（
「
文
学
研
究
」
第
四
十
二
輯

（
「
文
学
研
究
」
第
四
十
三
輯

昭
和
三
十
三
年
三
月
）

昭
和
三
十
四
年
七
月
）

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
）

昭
和
二
十
七
年
三
月
）
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ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
「
廿
日
鼠
と
人
間
に
つ
い
て
」
（
西
日
本
文
化
人
協
会
「
文
化
人
」
第
二
号

「
あ
ち
ら
」
談
義
（
う
わ
さ
社
「
う
わ
さ
」
第
一
五
巻
第
八
号
昭
和
二
十
四
年
八
月
）

校
風
を
つ
け
て
あ
る
＜
イ
ギ
リ
ス
人
（
新
月
社
「
あ
る
び
よ
ん
」
第
一
巻
第
二
号
昭
和
二
十
四
年
十
月
）

英
京
雑
記
（
「
文
学
研
究
」
第
五
十
二
輯
昭
和
三
十
年
六
月
）

ロ
ン
ド
ン
の
古
本
屋
地
図
（
「
古
書
通
信
」
第
二

0
巻
第
七
号
昭
和
三
十
年
七
月
）

O
x
f
o
r
d

の

S
u
m
m
e
r
S
c
h
 8
l
(
「
英
語
青
年
」
第
一
〇
一
巻
第
九
号
昭
和
三
十
年
九
月
）

D
i
c
k
e
n
s

の
L
o
n
d
o
n
(
「
英
語
青
年
」
第
一

0
二
巻
第
五
号
昭
和
三
十
一
年
五
月
）

V
i
r
g
i
n
i
a
 w
o
o
l
£
:
 T
o
 t
h
e
 L
i
g
h
t
h
o
u
s
e
ー
生
と
時
と
死
ー
（
「
英
語
研
究
」
第
四
八
巻
第
二
号

随

蛙
（
科
学
ペ
ン
社
「
科
学
ペ
ン
」
第
六
巻
第
六
号

昭
和
十
六
年
六
月
）

(
S
t
u
d
i
e
s
 i
n
 
E
n
g
l
i
s
h
 L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
,
 
E
n
g
l
i
s
h
 N
u
m
b
e
r
 1
9
6
4
 
(
M
a
r
c
h
,
 
1
9
6
4
)
)
 

「
序
曲
」
の
起
源
ー
「
隠
者
」
か
ら
「
序
曲
」
ヘ
ー

(
5
5言
「
創
立
四

0
周
年
記
念
論
文
集
」
昭
和
四
十
一
年
一
月
）

「
キ
ャ
タ
。
ヒ
ラ
」
考
（
「
英
語
青
年
」
第
一
―
二
巻
第
八
号

壮
大
な
る
耳
目
の
世
界
（
下
）

筆
（
英
文
学
関
係
）

（
「
文
学
研
究
」
第
六
十
四
輯

近
年
の
ワ
ー
ズ
ワ
ス
研
究
書
（
「
英
語
青
年
」
第
―
二
＿
一
巻
第
九
号
昭
和
四
十
二
年
九
月
）

「
ひ
と
り
麦
刈
る
乙
女
」
考
—
「
壮
大
な
る
耳
目
の
世
界
」
拾
遺
ー
（
「
文
学
研
究
」
第
六
十
五
輯

R
o
m
a
n
t
i
c
 P
o
e
t
r
y
と
自
然
（
「
英
語
研
究
」
第
五
七
巻
第
三
号
昭
和
四
十
三
年
三
月
）

昭
和
四
十
一
年
八
月
）

昭
和
四
十
二
年
三
月
）

昭
和
四
十
三
年
三
月
）

昭
和
二
十
四
年
一
月
）

昭
和
三
十
四
年
二
月
）
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ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
詩
集
（
弥
生
書
房

緑
蔭
抄
ー
前
川
俊
一
訳
詩
集
ー
（
英
宝
社

ヘ
ン
リ
ー
・
「
ト
ム
・
ヂ
ョ
ウ
ン
ズ
」

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

デ
ィ
ベ
ー
リ
ウ
ス

ト
マ
ス
・

ヒ
ュ
ー
ズ

ウ
ィ
リ
ア
ム

ワ
ー
ヅ
ワ
ス

「
ト
ム
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
学
校
生
活
」

「
英
国
」

昭
和
四
十
六
年
六
月
）

（
上
巻
） （
新
月
社

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
、
岩
波
書
店
（
上
）
昭
和
二
十
七
年
六
月
（
下
）

同
二
十
七
年
七
月
）

（
世
界
文
学
社

昭
和
四
十
一
年
八
月
）

（
川
村
泉
氏
と
共
訳
）

（
日
新
書
院

訳

書

T
h
e
p
r
e
lミ
d
e
b
y
 W
.
 Wo
r
d
s
w
o
r
t
h
 Vol. 
II 

抒
情
民
謡
集
序
文

訳
註
（
研
究
社

昭
和
四
十
二
年
九
月
）

T
h
e
 P
r
e
l
u
d
e
 b
y
 W
.
 W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
 Vol. 
I
 wi
t
h
 notes b
y
 T
.
 
T
a
k
e
t
o
m
o
,
 

R
e
v
i
s
e
d
 w
i
t
h
 Introduction b
y
 S
.
 
M
a
e
k
a
w
a
 (
研
究
社

（
研
究
社

解

若
き
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
ー
詩
心
の
成
長
と
遍
歴
—
（
英
宝
社

註

書

W
h
i
t
e
 H
o
r
s
e
 Hill 
(
「
英
語
研
究
・
創
刊
五

0
年
記
念
号
」
第
四
八
巻
六
、
七
号

名
は
体
を
（
「
英
語
と
英
文
学
」
昭
和
四
十
三
年
五
月
号
）

イ
ギ
リ
ス
の
夏
（
研
究
社
「
英
語
歳
時
記
・
夏
」
昭
和
四
十
三
年
十
月
）

著

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）

昭
和
四
十
年
十
二
月
）

昭
和
十
八
年
十
一
月
）

昭
和
二
十
四
年
三
月
）

昭
和
四
十
二
年
十
月
）

昭
和
一
二
十
四
年
六
月
）
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昭
和
二
十
三
年

昭
和
二
十
六
年

昭
和
三
十
八
年

昭

和

四

十

年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
七
年

昭
和
四
十
七
年

昭
和
昭
和
昭
和

ト
ル
コ
語
初
歩
（
講
読
）

日
本
語
系
統
論
（
講
義
）

村

山

七

郎

教

授

講

義

題

目

昭
和
四
十
三
年
度
第
一
学
期

四
月 月
四
月
四
月
四
月
四
月

茨
城
県
に
生
ま
れ
る

明
治
四
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

四
年
四
月
第
二
早
稲
田
高
等
学
院
入
学
、
ド
イ
ツ
語
、

六

年

三

月

右

修

了

十
七
年
十
月
ー
ニ
十
年
三
月

ベ
ル
リ
ン
大
学
文
学
部
東
洋
言
語
学
科
に
お
い
て
ア
ル
タ
イ
系
言
語
、

較
文
法
を
専
攻

順
天
堂
医
科
大
学
予
科
教
授

順
天
堂
大
学
教
授
（
体
育
学
部
）

順
天
堂
大
学
教
授
（
医
学
部
）

西
独
ル
ー
ル
大
学
客
員
教
授
（
自
四
十
年
冬
学
期
、
至
四
十
一
年
夏
学
期
）

九
州
大
学
教
授
（
文
学
部
）

定
年
に
よ
り
九
州
大
学
を
退
官

京
都
産
業
大
学
教
授

村

山

七

郎

教

授

略

歴

ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ

ア
ル
タ
イ
諸
語
比
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四
十
五
年
度
第
一
学
期

言
語
学
概
論
（
講
義
）

ロ
シ
ア
語
初
級
（
八
杉
貞
利
「
初
等
ロ
シ
ア
語
文
法
」
）

四
十
四
年
度
第
一
学
期

史
的
言
語
学
概
論
（
イ
エ
ル
ム
ス
レ
ウ
「
言
語
学
入
門
」
）

印
欧
言
語
学

(
H
•K
r
a
h
e
 :
 In
d
o
g
e
r
m
a
n
i
s
c
h
e
 S
p
r
a
c
h
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
)
 

ト
ル
コ
語
中
級

(
A
j
d
a
r
o
v
:
J
a
z
y
k
 O
r
k
h
o
n
s
k
o
g
o
 P
a
m
j
a
t
n
i
k
o
)
 

四
十
四
年
度
第
二
学
期

史
的
言
語
学
概
論
（
イ
エ
ル
ム
ス
レ
ウ
「
言
語
学
入
門
」
）
（
講
義
）

印
欧
言
語
学

(
H
•K
r
a
h
e
 :
 In
d
o
g
e
r
m
a
n
i
s
c
h
e
 S
p
r
a
c
h
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
)
 

ロ
シ
ア
語

(
W
e
r
e
a
d
 R
u
s
s
i
a
n
)
 

印
欧
言
語
学
（
演
習
）

ト
ル
コ
語
中
級
（
演
習
）

ロ
シ
ア
語
中
級
（
講
読
）

日
本
語
系
統
論
（
講
義
）

四
十
三
年
度
第
二
学
期

ロ
シ
ア
語
初
歩
（
講
読
）

（
講
義
）

（
演
習
）

（
演
習
） （
演
習
）
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四
十
六
年
度
第
二
学
期

四
十
六
年
度
第
一
学
期

言
語
学
概
論
（
講
義
）

ロ
シ
ア
語
中
級

言
語
学
概
論
（
講
義
）

（
特
講
）

四
十
五
年
度
第
二
学
期

ロ
シ
ア
語
中
級

ト
ル
コ
語
初
級
（
竹
内
和
夫
「
ト
ル
コ
語
入
門
」
）

（
演
習
）

ア
ル
タ
イ
言
語
学

(
N
.
P
o
p
p
e
 :
 In
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
to 
A
l
t
a
i
c
 
L
i
n
g
u
i
s
t
i
c
s
)
 

17
世
紀
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
シ
ャ
ラ
・
ト
ゥ
ー
ジ
（
特
講
）

ト
ル
コ
語
中
級

(
G
・
ア
イ
ダ
ー
ロ
フ
「
オ
ル
ホ
ン
碑
文
」
）
（
演
習
）

ア
ル
タ
イ
言
語
学

(
N
.
P
o
p
p
e
 :
 In
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
to 
A
l
t
a
i
c
 L
i
n
g
u
i
s
t
i
c
s
)
 

ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ
言
語
学

(
F
o
k
o
s
,
 
F
u
c
h
s
 :
 Ro
l
l
e
 
d
e
r
 S
y
n
t
a
x
 in 
d
e
r
 F
r
a
g
e
 n
a
c
h
 S
p
r
a
c
h
v
e
r
w
a
n
d
t
 ̀

 

s
c
h
a
f
t
)
 

モ
ン
ゴ
ル
語
中
級
（
特
講
）

ト
ル
コ
語
中
級

(
S
.
M
a
l
o
v
:
P
a
m
j
a
t
n
i
k
i
 
d
r
e
v
n
e
 ,
 
t
j
u
r
k
s
k
o
i
 
P
i
s、m
e
n
n
o
s
t
i
)

元
朝
秘
史
モ
ン
ゴ
ル
語
（
特
講
）

（
演
習
）

（
演
習
）

（
演
習
）
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古
代
日
本
語
の
母
音
調
和
の
問
題
に
寄
せ
て

ロ
語
研
究
第
14
号

Zeitschrift 
fiir 
J
a
p
a
n
o
l
o
g
i
e
.
 
1
0
.
 
J
a
h
r
g
a
n
g
,
 
H
e
f
t
 1
,
 
H
e
f
t
7
3
,
 
B
e
r
l
i
n
 

東
大
言
語
研
究
室
編
、
東
洋
語
研
究

N
o
.
4
 

” 

成
吉
思
汗
碑
文
の
解
読

十
九
年

昭
和
二
十
三
年

昭
和

一
、
著
書

村
山
七
郎
教
授
研
究
著
作
目
録

漂
流
民
の
言
語

北
橙
聞
略
（
亀
井
高
孝
氏
と
共
編
著
）

魯
西
亜
文
学
集

近
藤
出
版
社

二
、
論
文
、
書
評

E
i
n
 V
 er
s
u
c
h
 z
u
m
 V
 er
g
l
e
i
c
h
 
d
e
r
 A
i
n
u
 ̀

 
S
p
r
a
c
h
e
 m
i
t
 d
e
n
 K
a
u
k
a
s
i
s
c
h
e
n
 S
p
r
a
c
h
e
n
 N
i
p
p
o
n
,
 

北
千
島
ア
イ
ヌ
語

魯
西
亜
辮
語
（
亀
井
高
孝
氏
等
と
共
編
著
）

一
口
語
学
特
研

吉
川
弘
文
館

吉
川
弘
文
館

吉
川
弘
文
館

吉
川
弘
文
館

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
七
年

四
十
年
三
月

四
十
年
五
月

昭
和
四
十
二
年
九
月

昭
和

（
講
読
）

昭
和

比
較
言
語
学

(
A
.
M
e
i
l
l
e
t
:
L
a
 m
e
t
h
o
d
e
 c
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 e
n
 linguistique 
h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
)
 
(
特
講
）

ア
ル
タ
イ
言
語
学

(
N
.
P
o
p
p
e
:
 V
e
r
g
l
e
i
c
h
e
n
d
e
 G
r
a
m
m
a
t
i
k
 d
e
r
 a
l
t
a
i
s
c
h
e
n
 
S
p
r
a
c
h
e
n
)
 
(
演
習
）

ト
ル
コ
語
中
級
（
ウ
イ
グ
ル
語
テ
キ
ス
ト
）
（
演
習
）

ロ
シ
ア
語
中
級

(
V
.
A
.
N
 ve
g
i
n
c
e
v
 :
 Sh
t
o
 i
z
u
c
h
a
e
t
 
j
a
z
y
k
o
z
n
a
n
i
e
?
)
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イ
ル
汗
ァ
ン
グ
ン
の
手
紙
の
内
容

元
朝
秘
史
蒙
古
語
の
研
究

ュ
ー
ラ
シ
ア
学
会
研
究
報
告
、
遊
牧
民
の
研
究

亀
井
孝
氏
「
ツ
ル
」
と
「
イ
ト
」
を
読
み
て
国
語
学
第
二
十
号

連
濁
に
つ
い
て

言
語
研
究
第
26
、
27
号

古
代
日
本
語
の
二
、
三
の
音
韻
現
象
に
つ
い
て
国
語
学
第
17
号

古
代
日
本
語
語
彙
二
、
三
の
比
較
的
考
察
民
族
学
研
究
第
14
巻
第
4
号

古
代
語
「
と
ほ
し
ろ
し
」
と
「
の
ど
よ
ひ
」
に
つ
い
て
国
語
国
文
第
21
巻
第
7
号

契
丹
字
解
読
の
方
法

元
朝
秘
史
蒙
古
語
に
お
け
る

'
S
に
終
る

C
o
n
v
e
rb
u
m
言
語
研
究
第
19
、

元
朝
秘
史
に
お
け
る
二
つ
の
単
語

h
a、ul
ー
と

g
a、ul
,
 

20
号

ア
ジ
ア
言
語
研
究
第
3
号

白
鳥
博
士
「
音
訳
蒙
文
元
朝
秘
史
」
に
つ
い
て
東
洋
学
報
第
35
巻
第
3
、
4
号
、
第
36
巻
第
1
号

U
b
e
r
 d
i
e
 A
n
n
a
h
m
e
,
 
d
a
0
 d
e
r
 c
h
i
n
e
s
i
s
c
h
e
n
 T
r
a
n
s
k
r
i
p
t
i
o
n
 
d
e
r
 G
e
h
e
i
m
e
n
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 

M
o
n
g
o
l
e
n
 e
i
n
 
O
r
i
g
i
n
a
l
 
i
n
 
h
p、a
g
s
,
 
p
a
 S
e
h
r
 if t
 z
u
 G
r
u
n
 d
e
 liege. 

-
E

語
研
究
第
17
、
18
号

吾
妻
鏡
に
見
え
る
女
真
語
に
つ
い
て

元
朝
秘
史
の
漢
字
転
写
の
原
典
に
関
す
る
諸
見
解

ア
ジ
ア
言
語
研
究
第
一
号

東
洋
学
報
第
33
巻
第
三
、
四
号

古
代
日
本
語
に
お
け
る
代
名
詞

ロ
語
研
究
第
15
号

一
口
語
研
究
第
24
号

” 

U
b
e
r
 d
i
e
 
Inschrift 
a
u
f
 
d
e
m
 ^^
 
S
t
e
i
n
 
d
e
s
 C
i
n
g
i
s
"
 
O
R
I
E
N
S
,
 
vol. 
III, 
N
r
.
 1
.
 

L
e
i
d
e
n

昭
和
二
十
五
年

昭
和
二
十
七
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
九
年

昭
和
三
十
年

” ” ” ” ” ” ” 
昭
和
二
十
六
年

” 
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N
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S
i
n
d
 die 
N
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N
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Z
w
e
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c
h
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k
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T
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N
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l]IIIT胤
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幽
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言
語
系
統
研
究
の
方
法

日
本
語
の
ッ
ン
グ
ー
ス
語
的
構
成
要
素
民
族
学
研
究
第
二
六
巻
一
＿
一
号

日
本
語
及
び
高
句
麗
語
の
数
詞
国
語
学
四
八
号

日
本
語
の
比
較
研
究
か
ら
国
語
学
第
四
七
号

日
本
語
と
高
句
麗
語
と
の
関
係
に
関
す
る
暫
定
報
告

国
語
年
鑑

日
本
語
系
統
論
・
系
統
論
の
歴
史

国
語
国
文
学
研
究
大
成
一
五

百
語
学
展
望

服
部
四
郎
、
言
語
学
の
方
法
（
書
評
）
国
語
学
第
四
四
号

華
夷
訳
語
と
元
朝
秘
史
の
成
立
の
先
後
に
関
す
る
問
題
の
解
釈

ソ
連
の
言
語
地
理
学

言
語
学
展
望

国
語
年
館

中
期
蒙
古
語
の
諸
問
題

ソ
連
ト
ル
コ
学
研
究
管
見

言
語
年
代
学
は
学
と
し
て
可
能
か

意
味
論
に
お
け
る
―
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト 日
本
人
類
学
会
日
本
民
族
学
協
会
連
合
大
会
第
十
三
回
記
事

順
天
堂
大
学
体
育
学
部
紀
要
第
三
号

ス
ラ
ヴ
研
究

東
洋
学
報
第
四
三
巻
第
一
、
二
号

D
i
e
 F
o
r
m
e
n
 d
e
s
 D
a
t
i
v
 ,
 
L
o
k
a
t
i
v
s
 
in 
d
e
r
 G
e
h
e
i
m
e
n
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 M
o
n
g
o
l
e
n
 u
n
d
 

d
e
m
 H
u
a
 ,
 
i
 ih ,
 
yii, 
Festschrift 
fiir 
V
o
n
 G
a
b
a
i
n
,
 
W
i
e
s
b
a
d
e
n
 

方
言
研
究
年
報
第
三
巻

順
天
堂
大
学
体
育
学
部
紀
要
第
五
号

東
方
学
第
二
二
号

順
天
堂
大
学
体
育
学
部
紀
要
第
四
号

” ” ” 
昭
和
三
十
七
年

” ” ” ” 
昭
和
三
十
六
年

” ” ” ” II 
昭
和
三
十
五
年

” 
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囲
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E
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d
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d
e
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M
o
n
g
o
l
e
n
 niuca 
toba an. 

T
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U
b
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S
p
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e
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a
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k
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t
e
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B
e
r
i
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h
t
e
n
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e
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N
a
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u
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n
d
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V
o
l
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e
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k
u
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d
e
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a
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u
r
g
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N
r
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菩
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U
b
e
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 einige Japanische K

u
l
t
u
r
w
o
r
t
e
r
 altaischen U

r
s
p
r
u
n
g
s
.
 A
s
p
e
c
t
s
 o
f
 Altaic Civilization. 

V
o
l
.
2
3
 of 

the 
Uralic a
n
d
 Altaic 
Series. 
I
n
d
i
a
n
a
 U
n
i
v
.
 

E
i
n
e
 nestorianische 

Grabinschrift 
in 
tiirkischer 

S
p
r
a
c
h
e
 aus 
Zaiton 

U
r
a
l
-
A
l
t
a
i
s
c
h
e
 Jahrbiicher, 

Vol. 
X
X
X
V
.
 

翌
品
111+<
母

匿
品

111十
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母
•

伽
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e
r
 
I
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R
o
m
a
、



ロ
シ
ア
ヘ
の
漂
流
民
サ
ニ
マ
に
つ
い
て

言
語
学
展
望

言
語
学
的
に
見
た
日
本
文
化
の
起
源
民
族
学
研
究
第
三

0
巻
第
四
号

M
o
n
g
o
l
i
s
c
h
 u
n
d
 J
 a
p
a
n
i
s
c
h
.
 
E
i
n
 V
e
r
s
u
c
h
 z
u
m
 lexikalischen 

V
e
r
g
l
e
i
c
h
.
 
C
o
l
l
e
c
t
a
n
e
a
 M
o
n
g
o
l
i
c
a
,
 
W
i
e
s
b
a
d
e
n
 

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
拉
葡
日
辞
典

国
語
年
鑑

日
本
文
法
の
特
質

ソ
連
に
お
け
る
日
葡
辞
書
の
存
在

順
天
堂
大
学
体
育
学
部
紀
要
第
八
号

国
語
文
法
講
座

J

と
ば
の
宇
宙
第
六
号

日
本
歴
史
第
二
三
二
号

付
元
朝
秘
史
モ
ン
ゴ
ル
語
語
彙
索
引
（
抄
）

国
語
国
文
第
三
号

一
口
語
研
究
五
五

U
b
e
r
 die 
W
 orte ]
i
g
i
h
‘
_
e
(
h
)
ミさ`

lr
ミ
n
in 
d
e
m
 Brief 
d
e
s
 
I
l
k
a
n
 A
r
r
u
n
.
 

S
t
u
d
i
e
s
 
in 
S
o
u
t
h
,
 E
a
s
t、
a
n
d
C
e
n
t
r
a
l
 Asia• 

N
e
w
 D
e
l
h
i
 

書
評
、
小
沢
重
男
、
古
代
日
本
語
と
中
世
モ
ン
ゴ
ル
語
ー
~
そ
の
若
干
の
単
語
の
比
較
研
究
ー
ー
｀

” ” 
昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

日
本
語
起
源
論
に
つ
い
て
ー
ー
＇
服
部
四
郎
氏
に
答
え
る
ー
—
’

わ
が
国
最
初
の
ロ
シ
ア
民
族
誌
民
族
学
研
究
第
三
巻
第
一
号

A
i
n
u
 in 
K
a
m
u
t
c
h
a
t
k
a
,
 
Bulletin of 
t
h
e
 F
a
c
u
l
t
y
 of 
Literature 
K
y
u
s
h
u
 
University• 

N
o
.
1
2
 

昭
和
四
十
三
年

昭
和
三
十
八
年

昭
和
四
十
四
年

P
e
r
v
y
e
 v
 Y
 aponii 
s
v
e
d
e
n
i
y
a
 o
 n
a
r
o
d
n
o
s
t
y
a
x
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N
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r
o
d
y
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z
i
i
 
i
 Af
r
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k
i
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o
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9
6
9
 
M
o
s
k
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昭
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四

十
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G
r
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m
m
a
t
i
k
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e
s
 p
r
a
k
l
a
s
s
i
s
c
h
e
n
 
S
c
h
r
i
f
t
m
o
n
g
o
l
i
s
c
h
.
 

新
ス
ラ
ヴ
、
日
本
語
辞
典
に
お
け
る
十
八
世
紀
初
め
の
薩
摩
方
言
語
彙

E
t
y
m
o
l
o
g
i
e
 d
e
s
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j
.
 
k
u
s
i
r
o
 ＾ゞ
A
r
m
b
a
n
d
"ー—
|

N
K
,
 
M

K
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u
s
i
l
'
^
 J
u
w
e
l
"
文
学
研
究
六
九

古
代
語
ア
ニ
「
登
」
に
つ
い
て
国
語
国
文
四
0

|

原
始
日
本
語
の
数
詞
イ
タ
「
一
」
に
つ
い
て
国
語
学
八
六

ロ
シ
ア
語
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
一
借
用
語
と
地
名

c
a
l
q
u
e

D
Y
B
O
W
S
K
I

の
シ
ュ
ム
シ
ュ
島
ア
イ
ヌ
語
資
料
に
つ
い
て
（
一
）

文
学
研
究
六
八

一
口
語
研
究
五
九

中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
に
保
存
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
の
非
派
生
的
長
母
音

権
左
（
ポ
モ
ル
ツ
ェ
フ
）

し
な
て
る
・
て
る
し
の
考

福
田
良
輔
教
授
退
官
記
念
論
文
集

D
i
e
 E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
 d
e
r
 T
h
e
o
r
i
e
 v
o
n
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e
n
 p
r
i
m
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r
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n
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n
g
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n
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o
k
a
l
e
n
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m
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o
n
g
o
l
i
s
c
h
e
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、
お
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芯
n
S
t
u
d
i
e
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r
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r
i
c
a
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I
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B
u
d
a
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e
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書
評
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M
i
c
h
a
e
l
W
e
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e
r
s
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t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n
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u
 e
i
n
e
r
 
h
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
n
 

国
語
学
八

百
語
研
究
五
七

文
学
研
究
六
七

ア
・
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
共
著
、
簡
略
文
法
に
つ
い
て
文
学
研
究
六
六
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昭
和
四
十
六
年

” ” ” 
昭
和
四
十
四
年

昭
和
四
十
五
年

昭
和
四
十
七
年
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